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国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限

り
年
金
が
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の

保
障
で
す
。
さ
ら
に
、
加
入
者
が

事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、

死
亡
し
た
場
合
は
、
そ
の
遺
族
に

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

加
入
者
が
納
め
た
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
全
額
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価

の
昇
降
を
反
映
し
て
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、

た
と
え
社
会
経
済
が
変
動
し
て
貨

幣
価
値
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
、

受
給
者
の
生
活
へ
の
影
響
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

受
給
額
の
３
分
の
１
（
将
来
は
２

分
の
１
）
が
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
納
め
た
保
険

料
を
上
回
る
給
付
を
受
け
ら
れ
る

計
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、
現

在
20
歳
の
人
で
も
納
め
た
保
険
料

の
１
・
７
倍
以
上
を
受
給
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
等
す
べ
て
の
年
金

制
度
に
、
通
算
で
25
年
間
保
険
料

を
納
付
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
〜
③
な
ど
に

該
当
す
る
期
間
は
、
保
険
料
を
納

付
し
て
い
た
期
間
と
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

①
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
人
の

免
除
期
間

②
国
民
年
金
が
任
意
加
入
制
度

だ
っ
た
こ
ろ
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
人
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
や
学
生
等
）
の
未
加
入
期
間

③
海
外
在
住
期
間

　

年
金
は
人
に
よ
り
状
況
が
様
々

な
上
、
制
度
も
複
雑
で
わ
か
り
に

く
い
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
専
門
の
社
会
保
険
労

務
士
さ
ん
が
次
の
と
お
り
年
金
の

市
民
相
談
日
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

じ
っ
く
り
と
話
を
聞
い
て
み
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日 

時　

毎
月
第
２
木
曜
日　

午
後

１
時
〜
４
時

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

料
金　

無
料

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
当

日
、
直
接
会
場
へ

〈年金についてのご相談・お問い合わせは下記へ〉
☆ねんきんダイヤル
　●年金請求などの相談☎０５７０―０５―１１６５
　●年金を受けている人の相談☎０５７０―０７―１１６５
☆社会保険庁ホームページhttp://www.sia.go.jp/
　●年金制度についての説明や、年金見込額の試算の申し込みなど
☆熊谷社会保険事務所☎０４８―５２２―５２１１
　● 国民年金・厚生年金に関する相談、加入記録の確認・相談、
保険料の納付など

★本庁市民課国民年金係☎㉕１１１４
　総合支所市民課年金保険係☎ １３３１（内線３３４）
　●国民年金の加入手続きや免除申請等の窓口

「
掛
け
て
も
将
来
も
ら
え
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」、「
給
付
額

が
少
な
い
か
ら
自
分
で
貯
め
た
方
が
い
い
」
な
ど
年
金
制
度
を
心

配
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
年
金
給
付
の
基
本
的
な
お
話
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の

年
金
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

明
日
の
あ
な
た
を
支
え
る
国
民
年
金

明
日
の
あ
な
た
を
支
え
る
国
民
年
金

明
日
の
あ
な
た
を
支
え
る
国
民
年
金

あ
な
た
の
老
後
を
支
え
ま
す

税
金
の
負
担
も
軽
減
し
ま
す

経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

 

生
涯
の
年
金
受
給
額
は
保
険

料
の
１
・
７
倍
以
上
で
す

き
ち
ん
と
納
め
て

　
　
　
　
　

し
っ
か
り
受
給

おしらせ

平成19年度の国民年金保険料は、

　月額 14,100円 です。
　保険料の納期は翌月末日です。忘れずに
納めましょう。
　保険料の割引を受けられる口座振替や前
納制度もご利用ください。

　20歳以上の人は学生でも国民年金に加入して
保険料を納めることになっています。ただし、
収入がない・少ないなどの理由で保険料を納め
られない場合には、「学生納付特例制度」を利
用して保険料を後納することができます。
　申請して承認を受けた期間は、年金額には反
映されませんが老齢基礎年金の受給資格期間に
は算入されます。また、事故や病気などによる
障害・死亡のときの障害基礎年金または遺族基
礎年金の納付要件にも算入されます。
　申請は毎年度必要です。制度の適用を希望す
る人は、本庁または総合支所市民課でお早めに
手続きをしてください。
持 参するもの　年金手帳、印鑑、新学年の学生
証（コピー可）または在学証明書　

ご利用
ください！
毎
月
第
２
木
曜
日
は

毎
月
第
２
木
曜
日
は

年
金
相
談
日
で
す

年
金
相
談
日
で
す

平成19年度「学生納付特例制度」受付中！

申請は、５月末日までにどうぞ
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自治会長が決まりました自治会長が決まりました
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「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」と
は

　
「
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
は
、
タ
バ
コ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
い
う
約
１
㎜
の
白
い
虫
が

媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
病
気
で
す
。

こ
の
病
気
が
ま
ん
延
す
る
と
県
内
で
の
ト

マ
ト
栽
培
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

※｢

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病｣

に
感
染
し
た
作

物
に
触
れ
た
り
、
食
べ
た
り
し
て
も
人
間

の
健
康
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

・
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
葉
の
縁
が
巻
き
上

が
り
、
発
病
し
た
部
分
か
ら
上
の
花
は

正
常
に
咲
か
な
い
。

・
生
育
初
期
に
感
染
す
る
と
収
穫
が
ほ
と

ん
ど
見
込
め
な
い
。

・
株
全
体
に
感
染
し
、
発
病
し
た
株
は
治

ら
な
い
。

感
染
を
ひ
ろ
げ
な
い
た
め
に
は

・
感
染
し
た
ト
マ
ト
の
株
は
、
す
ぐ
に
抜

き
取
り
、土
に
深
く
埋
め
る
か
、ビ
ニ
ー

ル
袋
等
で
密
閉
し
、
完
全
に
枯
ら
し
て

か
ら
処
分
す
る
。

・
収
穫
終
了
後
の
ト
マ
ト
の
株
は
、
害
虫

の
感
染
源
と
な
る
の
で
放
置
し
な
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庄
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
普
及
部
（
☎
㉒
３
１
１
６
）
へ

★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７
、総
合
支
所
経
済

環
境
課
☎

１
３
３
１（
内
線
２
２
１
）

　民生委員・児童委員は、長年にわたり地
域福祉の推進役として、住民の立場に立ち、
住民とともに安全で安心して暮らせるまち
づくりに取り組んでいます。
　みなさんに民生委員・児童委員の活動を
知っていただくため、５月12日を「民生委
員・児童委員の日」、５月12日から18日を「活
動強化週間」と定め、ＰＲ活動を展開して
います。

▲ 昨年開催された｢ふれ愛夏祭｣での福祉
バザーの様子
※ 収益金は、市内の障害者福祉施設など
に寄付しました。

民生委員制度が民生委員制度が
創設90周年を迎えました創設90周年を迎えました 『

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
』に
ご
注
意
を
！

家
庭
菜
園
等
で
ト
マ
ト･

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

『
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
』に
ご
注
意
を
！

『
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
』に
ご
注
意
を
！

〈本庄地域〉
宮 本 町 吉岡　敬三
泉 町 内山正太郎
上 町 山口　康裕
照 若 町 中村　　勝
七 軒 町 町田厚太郎
仲 町 三⻆清一郎
本 町 柴﨑起三雄
南 本 町 髙橋　俊夫
台 町 髙橋　金雄
末 広 町 小林　芳男
諏 訪 町 五十嵐保久
朝 日 町 坂上　俊夫
鵜 森 小林　正儀
傍 示 堂 内野　重利
牧 西 丸岡　重雄
小 和 瀬 松本　貞夫
宮 戸 金井　芳明
堀 田 荻野　功司
滝 瀬 𠮷田　保行
仁 手 茂木　　悟
下 仁 手 吉田　　稔

地域の
相談役

（敬称略）

宮 内 橋本　一生
塩 谷 小林　英夫
保 木 野 清水　敏男
田　　端 奥原喜一郎
秋 山 櫻井　正久
風 洞 笠原　廣𠮷
東 小 平 根岸　隆幸
西 小 平 新井　昭一
太 駄 上 茂木喜久治
太 駄 中 中里　喜光
太 駄 下 中里　群次
河 内 桜井　貞喜
稲 沢 坂本　光正
元 田 吉川　喜男
蛭 川 分須　政士
下 真 下 坂本　秀夫
共 栄 新井　幸男
上 真 下 三友　　宏
吉 田 林 伊達　　明
入 浅 見 古川　次宏
下 浅 見 蓮　　文夫
高 関 飯島　　功

久 々 宇 五十嵐貞良
田　　中 小暮　　昭
上 仁 手 茂木　宏之
都 島 水上　旭岳
山 王 堂 立石　　孝
沼 和 田 長沼　英一
小 島 福島　　巖
小 島 南 杉田　圭司
万 年 寺 茂木　秀夫
下 野 堂 塩原　紘光
杉 山 堀口　隼雄
新 井 境野　松男
三 友 境野　正義
本 田 庄田　　實
新 田 原 狩野　俊逸
久 下 塚 澁沢　保彦
け や 木 笠本　一巳
四季の里 阪上　勝義
栗 崎 立石　勝義
西五十子 侭田　竹松
東五十子 須藤　道雄
東 富 田 金井　　修

曙 萬里小路正光
西 富 田 為貝　　猛
四 方 田 中島　武愛
東 今 井 井上　隆夫
西 今 井 鈴木　良夫
共 栄 田村　忠彦

〈児玉地域〉
長 浜 町 立川　源定
鍛 治 町 木田　彰信
上 町 荒巻　恒好
仲 町 中村　憲司
新 町 茅原　　博
連 雀 町 大塚　秀夫
本 町 島田　　享
下 町 武政　恒雄
第一金屋 井田　進乗
第二金屋 廣川　正義
第三金屋 倉林　貞夫
長 沖 田中　正男
高 柳 田端　講一
飯 倉 戸谷　一雄


